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(百万円未満切捨て)
１．平成28年６月期第１四半期の連結業績（平成27年７月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年６月期第１四半期 4,171 △2.3 170 △44.3 181 △41.0 128 △18.8

27年６月期第１四半期 4,271 15.5 305 60.9 308 62.7 158 27.2
(注) 包括利益 28年６月期第１四半期 90百万円(△48.7％) 27年６月期第１四半期 175百万円( 31.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年６月期第１四半期 7.08 －

27年６月期第１四半期 8.50 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年６月期第１四半期 12,382 9,677 78.1

27年６月期 12,894 9,804 76.0
(参考) 自己資本 28年６月期第１四半期 9,676百万円 27年６月期 9,803百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年６月期 － － － 12.00 12.00

28年６月期 －

28年６月期(予想) － － 12.00 12.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年６月期の連結業績予想（平成27年７月１日～平成28年６月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,500 △1.1 530 △11.2 550 △12.0 330 △5.0 18.20

通期 18,000 2.3 1,380 2.0 1,420 1.9 880 2.4 48.53
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注) 詳細は、(添付資料)４ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 (1)四半期連結財務諸表の作成に
特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、(添付資料)４ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項 (2)会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年６月期１Ｑ 20,555,080株 27年６月期 20,555,080株

② 期末自己株式数 28年６月期１Ｑ 2,423,664株 27年６月期 2,423,594株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年６月期１Ｑ 18,131,461株 27年６月期１Ｑ 18,587,190株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続を実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)３ペー
ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策の推進を背景に、景気は緩やかな回復

基調が続き、企業収益や設備投資は持ち直しの動きが見られました。一方、海外景気の下振れが引き続き国内景気

を下押しするリスクになっております。

当社グループの事業環境につきましては、顧客のソフトウェア関連の設備投資は堅調でしたが、IT業界では依然

として人材不足の傾向にあり、プロジェクトマネージャ等の高度な技術者をはじめIT技術者全般の需要は高い状態

が続いております。

　

当社グループにおいては継続的な成長を目指すため、以下の５項目の経営方針を掲げ、活動を行っております。

①優秀人材の量的拡大による事業基盤の強化

②営業・開発パワーの増大

③プライムビジネスの拡大

④グループ経営の効率化

⑤コーポレートガバナンスの強化

　

当第１四半期連結累計期間における活動・成果は以下のとおりであります。

「①優秀人材の量的拡大による事業基盤の強化」において、新卒者及び経験者の採用活動強化の取り組みとして、

各種採用媒体の活用や説明会の積極実施等を推進してまいりました。更なる成長に向けての制約要因である人材不

足を改善するため、引き続き採用活動を強化し、採用に関する各種施策を確実に実行していく所存です。

「④グループ経営の効率化」においては、経営効率の向上を目的として、平成27年７月１日付けで連結子会社３

社間による合併をいたしました。本合併により、グループ経営資源の更なる集約化、意思決定の迅速化を図り、企

業競争力を強化して企業価値を一層高めてまいります。

「⑤コーポレートガバナンスの強化」においては、東京証券取引所が定める有価証券上場規程別添の「コーポレ

ートガバナンス・コード」の導入に際し、全役員に対してレクチャーを実施しコーポレートガバナンス・コードに

ついての理解を深めるとともに、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のため、全社一丸となってコー

ポレートガバナンスの強化に継続して取り組んでいけるよう意識の徹底を行いました。

当第１四半期連結累計期間においては、売上高は41億71百万円(前年同期比2.3％減)となりました。売上高の減少

により、営業利益は１億70百万円(前年同期比44.3％減)、経常利益は１億81百万円(前年同期比41.0％減)、親会社

株主に帰属する四半期純利益は１億28百万円(前年同期比18.8％減)となりました。

前年同期においては、前々期から継続していた大型案件が完了したことにより、売上高、利益ともに一時的に増

加しておりました。当第１四半期連結累計期間においては、特例的に高水準となった前年同期を下回ってはおりま

すが、年度当初に策定した計画どおり、堅調に推移しております。年度計画の達成に向け、グループ一丸となって

引き続き邁進していく所存です。

当社グループの単一セグメントであります「システム開発及びシステム開発に関連するサービス(システム開発

等)」の売上品目別の業績概況は、以下のとおりであります。

①システム開発

前述のとおり、前年同期において大型案件の売上計上があったことにより、減収となりました。

この結果、本売上品目の売上高は32億60百万円(前年同期比6.8％減)となりました。

②コンサルテーション及び調査研究

情報・通信業におけるシステムの最適化・近代化に関する研究支援等の受注が堅調に推移し、増収となりま

した。

この結果、本売上品目の売上高は１億55百万円(前年同期比46.0％増)となりました。

③システム／パッケージ・インテグレーション・サービス

福祉総合システムパッケージにおいて、前年同期に大型の売上計上があったことにより、減収となりました。

この結果、本売上品目の売上高は１億87百万円(前年同期比33.6％減)となりました。
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④その他

従来、売上品目「システム開発」に売上を計上していた派遣業案件の一部について、当該売上を「その他」

に計上するルールに統一したことにより、増収となりました。

この結果、本売上品目の売上高は５億68百万円(前年同期比47.5％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べ６億66百万円減少し、110億54百万円となりました。主な要因は、仕掛品

が１億89百万円増加したものの、現金及び預金が５億37百万円、有価証券が１億85百万円それぞれ減少したこと

によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億55百万円増加し、13億28百万円となりました。主な要因は、投資そ

の他の資産のその他に含まれている差入保証金が１億18百万円増加したことによります。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億11百万円減少し、123億82百万円となりました。

②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ３億83百万円減少し、26億66百万円となりました。主な要因は、賞与引

当金が４億59百万円増加したものの、短期借入金が２億円、未払法人税等が１億39百万円それぞれ減少したこと

に加え、その他に含まれている未払金及び未払消費税等が４億19百万円減少したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末から大きな変動はなく、39百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億84百万円減少し、27億５百万円となりました。

③純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億27百万円減少し、96億77百万円となりました。主な要因は、利益剰余

金が89百万円、その他有価証券評価差額金が33百万円それぞれ減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成27年８月10日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の

四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準第44－５項（4）及

び事業分離等会計基準第57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,571,037 6,033,700

売掛金 2,725,647 2,584,344

有価証券 1,725,210 1,540,017

商品及び製品 3,970 5,303

仕掛品 195,061 384,580

その他 500,691 507,231

貸倒引当金 － △237

流動資産合計 11,721,619 11,054,941

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 80,614 72,731

土地 38,576 38,576

その他（純額） 22,862 24,168

有形固定資産合計 142,054 135,476

無形固定資産 225,509 242,429

投資その他の資産

投資有価証券 589,206 605,371

その他 244,686 373,026

貸倒引当金 △28,567 △28,265

投資その他の資産合計 805,326 950,131

固定資産合計 1,172,889 1,328,037

資産合計 12,894,509 12,382,979

決算短信 （宝印刷）  2015年10月28日 09時49分 7ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社ＣＩＪ(4826) 平成28年６月期 第１四半期決算短信

6

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 404,579 417,130

短期借入金 680,000 480,000

未払法人税等 222,236 82,415

賞与引当金 434,602 894,246

その他 1,308,654 792,872

流動負債合計 3,050,072 2,666,664

固定負債

退職給付に係る負債 36,585 37,000

その他 3,231 2,155

固定負債合計 39,816 39,155

負債合計 3,089,889 2,705,820

純資産の部

株主資本

資本金 2,270,228 2,270,228

資本剰余金 2,464,075 2,464,080

利益剰余金 5,999,279 5,909,988

自己株式 △1,035,649 △1,035,688

株主資本合計 9,697,934 9,608,608

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 71,230 37,593

為替換算調整勘定 34,257 29,817

その他の包括利益累計額合計 105,488 67,411

非支配株主持分 1,197 1,138

純資産合計 9,804,620 9,677,158

負債純資産合計 12,894,509 12,382,979
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 4,271,321 4,171,056

売上原価 3,438,350 3,446,619

売上総利益 832,971 724,437

販売費及び一般管理費

役員報酬 69,939 67,584

給料及び手当 157,915 156,178

賞与引当金繰入額 41,311 44,240

福利厚生費 34,162 38,366

賃借料 59,138 56,745

減価償却費 7,466 15,042

支払手数料 27,732 29,073

募集費 11,173 17,311

研究開発費 21,741 23,421

のれん償却額 34 －

その他 96,363 106,090

販売費及び一般管理費合計 526,979 554,055

営業利益 305,992 170,381

営業外収益

受取利息 3,049 2,664

受取配当金 3,104 970

為替差益 － 6,340

複合金融商品評価益 5,100 －

助成金収入 1,534 1,280

その他 2,981 1,735

営業外収益合計 15,770 12,991

営業外費用

支払利息 731 806

為替差損 7,182 －

持分法による投資損失 5,347 597

その他 108 146

営業外費用合計 13,370 1,551

経常利益 308,391 181,821

特別利益

投資有価証券売却益 2,262 27,636

特別利益合計 2,262 27,636

特別損失

減損損失 57,615 －

事務所移転費用 － 2,543

特別損失合計 57,615 2,543

税金等調整前四半期純利益 253,038 206,914

法人税等 94,933 78,585

四半期純利益 158,105 128,329

非支配株主に帰属する四半期純利益 38 43

親会社株主に帰属する四半期純利益 158,067 128,286
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 158,105 128,329

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,192 △32,259

為替換算調整勘定 9,541 △4,439

持分法適用会社に対する持分相当額 △36 △1,377

その他の包括利益合計 17,696 △38,076

四半期包括利益 175,802 90,252

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 175,764 90,209

非支配株主に係る四半期包括利益 38 43
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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